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１．まえがき

　近年、橋梁床版の長支間対応・高耐久性化・施工の合理化等を目的に鋼とコンクリートを一体化させた合

成床版として数多くの構造形式が開発されている。そのような中、著者らは底鋼板の主鉄筋方向に溝形鋼（チ

ャンネル）を溶接し、スタッドジベルと形鋼のウェブに設けた孔とでコンクリートとの一体化を図るチャン

ネルビーム合成床版の開発を進めてきた 1)､2)。本床版はコンクリートを現場打ちとするため、鋼部材パネル

（約 2.4m 幅）は工場で製作後、現場にて底鋼板を接合する構造としている。しかしこの継手部は鋼板が不

連続な断面となるため構造的な弱点になりやすい。そこで本実験では、その底鋼板をつなぐ継手構造につい

て各継手形式の設計データを得ることを目的に橋軸方向の梁試験体による曲げ試験を実施した。

２．実験概要

2-1. 継手構造形式　　本実験にて採用した継手形式（計６タイプ）を表-1.に示す。

表-1. 継手部の構造形式の概要

摩擦接合（TYPE A） 引張接合（TYPE B）
A-1 A-2 B-1 B-2 B-3 B-4
[平面図]

[断面図]

高力ボルト（M22）によ

る一面摩擦接合

片側は摩擦接合、

もう一方は隅肉溶接

高力ボルト (M20)によ

る引張接合

高力ボルト引張接合、

水平補強筋（D19）を

孔に貫通

高力ボルト引張接合、

Ｍ型補強筋（D19）を

配置

高力ボルト引張接合、

折曲げ補強筋（D13）

をリブに溶接

2-2. 試験体形状および載荷方法

　実験に用いた試験体寸法を右図-1.に示

す。合成床版を橋軸方向に切り出したモ

デルであり、中央位置に継手部を設けた。

載荷方法は継手部に等曲げモーメントが

働く２点曲げ載荷（スパン 500mm）とし、

継手部が破壊に到るまで静的に載荷した。

計測項目は、継手部の鉛直変位および開

口変位、底鋼板ひずみ、圧縮コンクリー

トひずみ、引張ボルトひずみ等である。
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　　　　　　　図-1. 試験体寸法および載荷位置
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３．実験結果

各継手構造の静的試験における荷重－変位関係を図

-2.示す。TYPE Aについては比較的高い耐力を有して

いるが、最終的な破壊は梁としてのせん断破壊となっ

たためぜい性的な挙動を示している。片側を隅肉溶接

とした TYPE A-2についても同様な破壊形態であった。

一方 TYPE Bは、いずれも曲げひび割れが進行して

いくとともに引張ボルトが降伏し、継手位置での曲げ

破壊に至った。最終耐力は摩擦接合（TYPE A）よりも

劣るものの、いずれもじん性のある構造と考えられる。

特に補強筋を水平に配置した TYPE B-2 は破壊荷重

300kNであり、補強筋のない TYPE B-1に対して 1.5倍

程度の耐力向上がみられた。

表-2.に各構造のボルト離間時および降伏時、また最終耐力の比較を示す。また引張接合における補強効果

について、ボルトの軸方向ひずみ計測結果より耐荷挙動を分析した（図-3.）。 TYPE B-1はボルトが離間（初

期の締付け力が抜けた）後、早い段階で降伏に到るのに対し、補強筋のある TYPE B-2ではボルト離間した後

も補強筋が力を分担するためボルト降伏時の荷重が伸びる結果となった。TYPE B-3,4に関しても、その程度

に差があるものの同様な補強効果が確認できた。また TYPE Bの４種類における継手位置の最終的なひび割

れ状況を図-4.に示す。

表-2. 各段階における荷重値

タイプ A-1 A-2 B-1 B-2 B-3 B-4
ボルト離間時荷重　 (kN) － － 110 120 140 105
ボルト降伏時荷重　 (kN) － － 150 235 215 210
破壊時の荷重＊注)　　(kN) 330 [3.8] 360 [4.1] 210 [2.4] 300 [3.5] 260 [3.0] 240 [2.8]

＊注）：[　]内の数値は、活荷重による設計曲げモーメントが作用する時の載荷荷重 87kNに対する倍率

４．あとがき

　本実験結果より、合成床版のパネル間の継手構造として検討した摩擦接合、引張接合の各構造について変

形性能および最終耐力等を把握した。特に引張接合形式については補強筋の追加による耐力向上を確認し、

補強鉄筋量やその位置、引張ボルトの軸力や本数の関係など、継手部の設計手法の確立に活用できる重要な

データが得られた。施工条件において適切な継手構造を選定できるよう今後も開発を進める計画である。
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図-2. 各構造形式の荷重－変位関係
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　　　　　図-3. 試験体挙動と引張ボルトの関係　　　　　　　　　　　図-4. 引張接合(TYPE B)のひび割れ状況
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